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2
0
1
5
年
11
月
20
日
、経
団
連
は
2
0
1
7

年
春
に
卒
業
予
定
の
大
学
生（
今
の
３
年
生
）の
就

職
活
動
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、企
業
・
施
設
・
病
院
に
よ

る
面
接
な
ど
の
選
考
開
始
時
期
を「
4
年
生
の
8

月
」か
ら「
6
月
1
日
」に
2
ヶ
月
前
倒
し
す
る
こ
と

を
正
式
に
発
表
し
ま
し
た
。た
だ
し
、広
報
活
動
開

始（
就
活
解
禁
）と
な
る
３
年
生
の
３
月
１
日
と
正

式
な
内
定
と
な
る
１０
月
１
日
は
本
年
度
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。（「
就
職
活
動
日
程
の
変
遷
」参
照
） 

昨
年

度
ま
で
４
月
だ
っ
た
選
考
開
始
時
期
が
本
年
度

（
2
0
1
5
年
度
）か
ら
8
月
に
変
更
さ
れ
た
ば
か

り
で
、本
年
度
の
就
職
活
動
で
混
乱
が
目
立
っ
た
の

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。こ
う
い
っ
た
事
か

ら
、学
生
、企
業
・
施
設
・
病
院
、大
学
と
も
新
ル
ー

ル
に
期
待
と
不
安
が
交
錯
し
て
い
る
状
況
で
す
。た

だ
、経
団
連
の
ル
ー
ル
は
紳
士
協
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
違
反
企
業
に
対
す
る
罰
則
は
無
く
、本
年
度
と

同
じ
よ
う
な「
抜
け
駆
け
」に
警
戒
を
強
め
、対
応
の

バ
ラ
ツ
キ
に
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
く
の
は
否
め
ま

せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、対
象
学
生（
今
の

３
年
生
）は
具
体
的
に
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。地
元
中
小
・
中
堅
企
業
の
動
向
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
て
み
る
と
、本
年
度
思
う
よ
う
な
採
用
が

で
き
な
か
っ
た
先
は
特
に『
良
い
学
生
が
い
れ
ば
６

月
前
で
も
内
定
を
出
す
』と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、６
月
を
待
っ
て
選
考
試
験
を
受

け
る
の
で
は
な
く
、３
月
以
降
い
つ
で
も
選
考
に

臨
め
る
気
概
で
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、内
定

（
内
々
定
）に
乗
り
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。反
面
、ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
企
業
・
施
設
・
病
院
等
は
、「
採
用
の
た
め
に

は
何
で
も
や
る
と
い
う
風
土
の
あ
る
組
織
で
は
な
い

か
」「
学
生
を
使
い
捨
て
に
す
る
組
織
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
就
活
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。特
に
離
職
を
想
定
し
て
大
量

採
用
し
た
り
青
田
買
い
を
す
る
企
業
・
施
設
・
病

院
等
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ど
ち
ら
に
せ
よ
、2
0
1
7
年
春
に
卒
業
予
定

の
大
学
生
は
、企
業
の
求
人
動
向
に
注
視
し
つ
つ

就
職
環
境
の
変
化
に
臨
機
応
変
に
、且
つ
、素
早

く
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、こ

う
い
っ
た
時
こ
そ
就
職
課
を
上
手
に
活
用
し
て
下

さ
い
。就
職
課
で
は
3
年
生
を
中
心
に
年
間
３０
件
程

度
の「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
講
す
る
と
と
も
に
、

就
職
委
員
会
の
委
員
及
び
各
ク
ラ
ス
担
任
教
員
と

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、就
職
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
っ
た
り
学
生
の
個
別
相
談
に
応
じ
た
り
助
言

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
来
ら
れ
て
い
る

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
等
に
よ
る
支
援
も
併
せ
て
行
っ
て

お
り
、教
職
員
一
体
と
な
っ
た
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
、自
分
達
が
目
指
す『
あ
り
た
い
姿
』

を
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
で
支
援
し
て
い
ま
す

の
で
、気
軽
に
就
職
課
に
立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
。

就
職
課
長　

戸
原
一
朗

迷走する就職活動ルール

～「選考開始時期」を2ヶ月前倒し～
 “やっと本決まり”

＜学生の活動年度＞

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

～2014年
（平成26年）

2015年
（平成27年）

2016年
（平成28年）

大学3年生大学3年生
夏休み

会社説明会会社説明会
（広報活動開始）（広報活動開始）

選考開始（面接）選考開始（面接）
大学4年生大学4年生

春休み

会社説明会会社説明会
（広報活動開始）（広報活動開始）

選考開始（面接）選考開始（面接）

会社説明会会社説明会
（広報活動開始）（広報活動開始）

選考開始（面接）選考開始（面接）

就職活動日程の変遷

選考開始日が変更（6月1日）になります

内
定
日（
10
月
1
日
以
降
）

試験授業試験
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行事
5
21
28

土
月
月

推薦入試（B日程）
冬期休業開始
仕事納め

学 務 関 係
19
21
土
月

曜日調整日（B週金曜の授業）
後期集中講義開始

行 事
20
17

29

土
水

月

前期入試（Ｂ日程）

学部学科別行事

学 務 関 係

後期定期試験
〜

〜

　

12
月

2015

　

2
月

2016

行事
5
7
8
15

火
木
金
金

仕事始め
冬期休業終了
授業開始
センター試験会場設営
大学入試センター試験
　　　前期入試（A日程）

学 務 関 係
9 土 曜日調整日（A週月曜の授業）

行 事
1
12
19
22

火
土
土
火

春季休業開始
後期入試
春の見学会
学位授与式（卒業式）

学 務 関 係

　

1
月

2016

　

3
月

2016

16土・17日
1/31日～2/3水

4

13

水

土

平成27年度公開講座報告
今年も地域の方々を対象とした「公開講座」を9月10日
（木）～10月8日（木）で全５回開催し、大勢の方に受講し
ていただき無事終了することができました。今回のテーマ
は「格差社会を考える」で開催しました。また、最終講座終
了後に閉講式が行われ沖増公開講座委員長の挨拶の後、
５講座中４講座以上受講された方に授与される「受講証」
が74名に授与されました。

福祉学科
伊藤 泰三　講師9／10(木)

第1講

生活に身近な情報量格差
～企業・消費者の情報の非対称性～

格差問題による社会的排除

経営学科
朝日 亮太　講師9／17(木)

第2講

格差を乗り越えるために
　　　　　教育のできること

こども学科
三藤 恭弘准教授9／24(木)

第3講

子どもたちの現代的な健康課題
～格差社会との関わりも含めて～

健康スポーツ科学科
中村 雅子准教授10／1(木)

第4講

看護格差と地域社会
看護学科
齋藤 公彦准教授10／8(木)

第5講

平成28年度 入学試験日程

※備考：平成28年度 大学入試センター試験日程　1/16（土）・1/17（日）

前 期 入 試 A 日 程

前 期 入 試 B 日 程
後 期 入 試
センター利用入試（前期）
センター利用入試（後期）

1月31日（日）・2月1日（月）

2月   2日（火）・2月3日（水）

2月20日（土）

3月12日（土）

個別学力試験は課さない

個別学力試験は課さない

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

必　　着

  1月  5日（火）～  1月25日（月）

  2月  4日（木）～  2月16日（火）

  2月26日（金）～  3月  8日（火）

  1月  5日（火）～  1月25日（月）

  2月26日（金）～  3月  8日（火）

  2月  9日（火）   2月19日（金）

  2月25日（木）   3月  7日（月）

  3月17日（木）   3月25日（金）

  2月  9日（火）   2月19日（金）

  3月17日（木）   3月25日（金）

合 格 発 表試 験 種 別 試 験 日 学 部 出 願 期 間 手 続 締 切

第Ⅲ期
エ ン ト リ ー シ ー ト の 提 出

  3月11日（金） 経営・福祉健康 必   着

試 験 種 別 試 験 日 学 部 出 願 期 間 合 格 発 表

面談結果通知
  3月18日（金）   3月25日（金）

  2月26日（金）

手 続 締 切

3月  3日（木）～  3月  9日（水）
必   着1月  5日（火）～  2月12日（金）

一般選抜試験

AO入試
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御幸祭
第22回 福山平成大学

　私は、初めて御幸祭のお手伝
いをしました。四年生ということ
で最後の学校生活の思い出を作
りたいと思ったからです。初日の開始時間から、たくさんの方々に
来ていただきました。友達同士や幼い子供たち、老夫婦の仲睦ま
じい姿を見ることができ、とても微笑ましかったです。自分たちが
手作りで作ったものを喜んでもらえて私まで嬉しくなり、やりがい
を感じることができました。作業の途中では、経営学科の先生や後
輩たちと模擬店の食べ物や差し入れを食べながらいろんな話をし
て、絆の深まりを感じ経営学科の生徒で良かったと思いました。今
までの御幸祭もお手伝いしたかったと少し後悔しました。学校生
活の最高の思い出を作ることができて良かったです。

「御幸祭」を終えて
4年　石 橋  瑠 莞

経営学科
　年度初めから運営委員不足に悩まさ
れ、人数も、知識もないままスタートし、こ
のままで御幸祭ができるのか、やりたくない、など考える時期もあ
りましたが、学生委員長、各学科の学生委員の先生、学務課の
方々の支えもあり、運営委員不足は解消され、３２名で再スタート
しました。不安も大きかったですが、皆で支えあい、なんとか無事
に成功させることが出来ました。
　今回新たな企画として、平成大学総選挙!!!やお化け屋敷、スタ
ンプラリーなどを行いました。また、よさこい鳴子踊りの方々にス
テージ発表を行って頂きました。「広島エフエム９ジラジ公開録音
in福山平成大学御幸祭」として２４日に杉恵ゆりかさん、IN MY♡
HEARTさん、２５日にHIPPYさん、両日MCとして大窪シゲキさん
をお迎えしてのアーティストライブ会場全体で盛り上がりました。
　第２２回御幸祭のタイトルは「Dream maker～あなたと創る
御幸祭～」でした。運営委員のみでは創れない御幸祭。教職員、本
学生、地域の方々、企業の方々、そして何よりこの御幸祭にご来場
いただいた皆様の支えがあるからこその御幸祭です。そんな“あな
た”と第２２回御幸祭を創れて何にも変えられない一生の大切な
思い出が出来ました。
　第２２回御幸祭開催にあたりご協力・ご支援いただいた皆様に
は運営委員一同心より厚く御礼申し上げます。
　第２２回御幸祭は終了しましたが、まもなく第２３回御幸祭に
向けて新たなスタートを切ろうとしています。ご協力・ご支援をこ
れからもよろしくお願い致します。

御幸祭を振り返って
第２２回御幸祭運営委員会
委員長　牧野  智 美

運営委員会

　第22回御幸祭での福祉学科の
取り組みは、障害者就労支援系事
業所10ヶ所とのコラボした手作
り商品の販売でした。この取り組みは昨年から行っております。福
山市内には60ヵ所以上の就労支援系の障害者事業所がありま
す。そこで知的障害や精神障害を持ちながら働かれているメン
バーさんたちと、本学科の学生が協力した取り組みでした。学生た
ちも、実習やボランティアで普段から馴染みのある事業所ばかり
でしたので、和気あいあいとした販売を一緒に行いました。
　各事業所の作られているスイーツや軽食、それにさをり織りや
木工おもちゃといった商品を、事業所の紹介とともに販売を行い
ました。私たちの紹介した商品を手にとられたお客さんは、とても
満足されていました。
　障害を持った人たちにとって、働くことは何よりも生きがいにつ
ながります。そして、本学科の卒業生には、このような事業所で活
躍している人が多くいます。本学科は福山市における福祉ネット
ワークの拠点として、これからも地元の福祉サービスとの連携を
行っていきます。

御幸祭での活動報告
准教授　藤井  宏 明

福祉学科

　こども学科では、今年も「ハッ
ピー・ハローウイン」と銘打って、多
くの子どもたちや地域の皆さんをお迎えしました。まずは１３号館
入り口の撮影コーナー。バックにカボチャやコウモリなどが準備し
てあるのは心憎い演出です。中に入るとお兄さんたちが盛り上げて
くれるボーリングなど各種ゲームのコーナーです。左に曲がって見
えてくるのはマットやボールの楽しい遊び場。とんだり跳ねたり思
い切り遊べます。左奥ではペープサートシアターが。楽しい劇が繰
り広げられました。２階に上がるとプラ板コーナー。自分で作った
プラ板を持って帰れるのは嬉しいお土産。一生懸命作っていたこ
どもたちもきっと満足してくれたことだと思っています。

こども学科の御幸祭
准教授　三藤  恭 弘

こども学科

　平成27年度の御幸祭の学科の取り組
みとしては、参加してくださった方に、唾液
によるストレスチェックを中心に、身長や
体重結果からの体脂肪、血圧、酸素飽和
度(呼吸状態)等を測定しました。御幸祭2日間を通して約200名
近い参加者があり、4名の学生スタッフと数名の教員は、殆ど休む
暇もない忙しさでした。
　地域の比較的年齢の高い方々の参加者が多かったのですが、日
ごろ測定するチャンスの無いストレスや酸素飽和度等の測定につ
いて興味を示され、結果について一喜一憂されており、ほほえまし
く感じました。

ストレスチェックをしよう！！
准教授　中村  雅 子

健康スポーツ科学科

　看護学部は、どの年代の来場
者の方にも楽しんでいただける
ようなブースにしました。12号館で看護学部ならではのブースを設
け、また、昨年に引き続き募金・エコキャップをさせていただきまし
た。多くの方のご協力、ありがとうございました。
　「自分の体を知ろう！」のコーナーには地域の方々がたくさん来
てくださいました。血圧を測るのにも学生同士で測るのとは違い、
声かけ１つとっても考えながら行い、脈拍測定は年齢や個々でこん
なにも違うのかと驚きと発見がありました。学内の演習だけでは分
からないことを学ぶことができ楽しかったです。御幸祭を通して演
習や実習に繋げられるよい経験となりました。

御幸祭を通して　
2年　奥田  真 裕 美

看護学科

2015.
10.24sat・25sun
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Topics

　

看
護
学
科
３
年
次
生
は
、各
病
院
・
施
設
で
臨
地
実

習
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。看
護
学
教
育
に
お
け
る
看

護
学
実
習
は
、学
生
が
看
護
す
る
喜
び
を
体
験
し
、的

確
な
観
察
力
、判
断
力
な
ど
幅
広
い
実
践
能
力
を
養

い
な
が
ら
自
己
洞
察
を
深
め
看
護
師
と
し
て
成
長
す

る
学
習
の
場
で
あ
り
、看
護
実
践
能
力
を
培
う
た
め

に
極
め
て
重
要
な
過
程
で
す
。看
護
師
は
、人
が
生
ま

れ
て
亡
く
な
る
ま
で
そ
の
人
の
健
康
に
関
わ
っ
て
い
く

専
門
職
で
す
。看
護
学
科
３
年
次
生
は
、母
性
看
護

学
、小
児
看
護
学
、成
人
看
護
学
、老
年
看
護
学
、精

神
看
護
学
、在
宅
看
護
学
と
い
っ
た
６
領
域
の
各
論

実
習
に
挑
ん
で
お
り
ま
す
。そ
こ
で
、机
上
で
は
得
ら

れ
な
い
沢
山
の
学
び
が
あ
り
看
護
師
と
し
て
成
長
し

て
い
き
ま
す
。今
回
は
、成
人
看
護
学
慢
性
期
看
護
学

実
習
で
の
学
生
た
ち
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「
慢
性
疾
患
を
抱
え
て
こ
れ
か
ら
も
生
活
し
て

い
く
患
者
さ
ん
に
何
か
出
来
な
い
か
悩
み
ま
し
た
。そ

の
た
め
に
は
、自
分
自
身
が
疾
患
を
理
解
し
、患
者
さ

ん
の
個
別
性
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
い

う
こ
と
、そ
こ
か
ら
患
者
さ
ん
が
そ
の
病
気
と
向
き

あ
っ
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。」「
患
者
さ
ん
の
気
持
ち

を
一
番
に
考
え
、理
解
し
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
っ
た
と
学
び
ま
し
た
。」

　

学
生
た
ち
は
、患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、患
者
さ
ん

が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
支
え
る
た
め

に
看
護
師
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
一
生
懸
命
考
え
、

看
護
計
画
を
立
案
し
実
践
し
て
看
護
を
学
ん
で
い
ま

す
。自
分
の
不
甲
斐
無
さ
や
今
ま
で
の
学
び
が
浅
い
こ

と
に
気
づ
き
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う

な
中
、患
者
さ
ん
か
ら「
い
い
看
護
師
さ
ん
に
な
っ
て

ね
」「
あ
な
た
は
い
い
看
護
師
さ
ん
に
な
る
よ
。頑
張
っ

て
」な
ど
多
く
の
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
そ
れ

を
励
み
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。自
己
の
課
題
に
真
摯

に
向
き
合
う
こ
と
や
で
き
な
い
自
分
に
向
か
い
合
う

こ
と
で
人
と
し
て
も
成
長
し
て
い
ま
す
。こ
の
3
年
次

の
各
論
実
習
を
終
え
る
と
学
生
は
す
ご
く
成
長
し
て

い
き
ま
す
。私
た
ち
教
員
は
、看
護
学
実
習
に
引
率
し

そ
の
成
長
過
程
を
嬉
し
く
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。今
悩

み
苦
し
ん
だ
こ
と
は
今
後
看
護
師
と
し
て
成
長
し
て

い
く
な
か
で
大
き
な
糧
と
な
り
ま
す
。頑
張
れ
！
と
い

う
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

准
教
授　

荒
井 

葉
子

看護学科

こども学科

実習報告

経営学科
LCCは格安航空会社？
いやいや低費用航空会社です！

福祉の質的向上を目指して

　

私
が
こ
の
競
技
に
出
会
っ
た
の
は
、

小
学
4
年
生
の
頃
で
し
た
。小
さ
い
頃

か
ら
高
い
と
こ
ろ
が
好
き
だ
っ
た
の

で
飛
び
込
む
こ
と
に
恐
怖
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。は
じ
め
は
当
時
の
先
輩

方
の
マ
ネ
を
し
て
い
る
だ
け
の
練
習

内
容
で
し
た
が
、少
し
づ
つ
意
味
の
あ

る
も
の
と
変
わ
っ
て
い
き
、選
手
と
し

て
競
技
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
6
年
生
か
ら
全
国
大
会
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
、中
学
1
年
で
Ｊ
Ｏ

Ｃ（
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
）

で
優
勝
し
、そ
れ
か
ら
毎
年
必
ず
全

国
で
表
彰
台
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。全
中（
全
国
中
学
）、イ
ン

タ
ー
ハ
イ（
全
国
高
校
）、イ
ン
カ
レ

（
学
生
選
手
権
）の
全
て
で
優
勝
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
私
の
人

生
で
一
生
残
る
財
産
で
す
。

　

今
年
度
も
全
国
で
表
彰
台
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、イ
ン
カ
レ
に

は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。同
じ

期
間
中
に
マ
レ
ー
シ
ア（
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
）で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
カ
ッ

プ
に
出
場
し
て
い
た
為
で
す
。結
果
は

良
い
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、海
外
で
日
本
代
表
と
し
て
戦
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
に
意
味
を
感
じ
て

い
ま
す
。や
は
り
国
内
で
は
味
わ
え
な

い
緊
張
や
、慣
れ
な
い
環
境
で
戦
う
と

い
う
こ
と
に
慣
れ
な
け
れ
ば
と
思
わ

さ
れ
ま
し
た
。代
表
経
験
を
経
て
、自

分
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
る
と
感

じ
、帰
国
後
も
日
々
練
習
に
打
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

　

目
標
は
高
く
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、

応
援
さ
れ
る
言
葉
が「
東
京
五
輪
に

期
待
し
て
い
る
よ
」と
い
う
も
の
が
多

く
、あ
り
が
た
く
受
け
取
っ
て
い
る
反

面
で
重
く
も
感
じ
て
い
る
の
が
正
直

な
気
持
ち
で
す
。し
か
し
、自
分
に
何

が
で
き
、今
や
る
べ
き
こ
と
は
何
な
の

か
を
明
確
に
し
て
い
き
、期
待
・
応
援

を
し
て
く
れ
て
い
る
方
の
為
に
も
少

し
で
も
五
輪
に
届
く
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。近
い
目
標
を
い
い
ま
す
と
、

来
年
度
で
最
後
と
な
る
イ
ン
カ
レ
の

2
種
目
制
覇
で
す
。最
後
の
イ
ン
カ
レ

を
悔
い
な
く
終
わ
ら
せ
た
い
で
す
し
、

来
年
の
イ
ン
カ
レ
会
場
が
、地
元
福

山
の
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
大
き
い
で
す
。長
い
間
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、ず
っ

と
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
た
ち
の

前
で
有
終
の
美
を
飾
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
！！

３
年　

新
良
貴 

優

健康スポーツ科学科

学生最後のインカレに向けて

　

こ
ど
も
学
科
で
は
、保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・

小
学
校
教
諭
を
め
ざ
し
て
、学
生
達
が
日
々
学

ん
で
い
ま
す
。現
場
で
の
実
践
力
を
身
に
付
け
、

大
学
で
学
ぶ
知
識
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く

た
め
に
、今
年
も
多
く
の
学
生
が
実
習
に
臨
み
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。以

下
、保
幼
小
そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
学
科
に
お
い
て
最
初
に
行
わ
れ
る
実

習
は
、保
育
実
習
で
す
。今
年
も
2
年
生
を
中
心

と
し
た
総
勢
50
名
の
学
生
が
、地
元
福
山
市
を

は
じ
め
、南
は
沖
縄
県
や
近
隣
の
岡
山
県
、島
根

県
な
ど
の
保
育
所
38
箇
所
、施
設
8
箇
所
で
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。初
め
て
の
実
習
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、戸
惑
い
や
不
安
も
多
く
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、子
ど
も
達
と
の
出
会
い
や
実
習
先

の
先
生
方
の
励
ま
し
を
得
て
、無
事
に
実
習
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
年
生
を
中
心
と
し
た
上
級
生
は
、幼
稚
園

教
育
実
習
・
小
学
校
教
育
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
教
育
実
習
で
は
、46
名
の
学
生
が
実
習

に
臨
み
、多
様
な
教
育
・
保
育
の
経
験
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
学
で
の
講
義
や
模
擬
保

育
な
ど
の
重
要
性
を
感
じ
、実
習
先
の
先
生
方

と
共
に
理
論
を
深
め
、保
育
者
と
し
て
の
専
門

性
を
培
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。今
年
も
ま
た
、現

場
の
厳
し
さ
を
体
験
す
る
中
で
、仕
事
の
生
き
が

い
を
感
じ
、夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
の
意
欲
を
高

め
て
実
習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、12
名
の
学
生
が
福
山
市
、尾
道
市
、

岡
山
県
、島
根
県
で
小
学
校
教
育
実
習
を
行
い

ま
し
た
。実
習
を
通
し
て
、教
師
に
な
る
意
志
を

確
固
た
る
も
の
に
し
た
学
生
も
い
ま
す
。現
在
、

実
習
校
の
評
価
と
自
己
評
価
の
ズ
レ
を
分
析
し

て
今
後
の
課
題
を
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、授
業
の
組
み
立
て
を
は
じ
め
、発
問
や
児
童

の
実
態
把
握
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、具
体
例

に
基
づ
き
考
え
を
述
べ
て
お
り
、学
生
の
中
で
理

論
と
実
践
が
融
合
し
て
い
る
の
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

ど
の
実
習
に
お
い
て
も
、学
生
達
は
自
分
な
り

に
考
え
、悩
み
、乗
り
越
え
て
く
れ
ま
し
た
。生
き

生
き
と
し
た
学
生
の
目
と
確
か
な
成
長
を
教
員

一
同
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。准教

授　

大
西 

理
恵
子

　

私
は
、航
空
会
社
の
研
究
を
し
て
い
て
、L
C
C
の
分
析

を
し
て
き
ま
し
た
。今
回
は
L
C
C
に
関
す
る
研
究
成
果

を
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。L
C
C
は
L
o
w 

C
o
s
t 

C
a
r
r
i
e
r
の
略
で
、直
訳
を
す
る
と

『
低
費
用
航
空
会
社
』に
な
り
ま
す
。こ
の
名
の
通
り
、

L
C
C
の
特
徴
に
は
飛
行
機
の
運
航
や
会
社
の
経
営
に
関

わ
る
費
用
を
徹
底
的
に
削
減
し
、日
本
航
空（
J
A
L
）や

全
日
本
空
輸（
A
N
A
）の
よ
う
な
従
来
型
の
航
空
会
社

（
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
リ
ア
：
F
S
C
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）に
比
べ
、低
費
用
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
点

が
あ
り
ま
す
。こ
の
L
C
C
、日
本
で
は
よ
く『
格
安
航
空

会
社
』と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。な
ぜ
日
本
で
は
直
訳
の『
低
費

用
航
空
会
社
』と
呼
ば
ず
、『
格
安
航
空
会
社
』と
言
う
の
で

し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、F
S
C
と
比
べ
、L
C
C
が
非
常
に
低

い
運
賃
を
設
定
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、本
当
に『
格
安
航
空
会
社
』と
呼
び
続
け
て
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

L
C
C
の
分
析
を
し
て
み
る
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。L
C
C
と
言
っ
て
も
普
通
の
会
社

で
す
。利
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
会
社
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。L
C
C
は
常
に『
格
安
』の
運
賃
を
つ
け
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
て
、運
賃
を
上
げ
ら
れ
る
時
に
は
上
げ
て
利
益
を
増

や
そ
う
と
し
ま
す
。例
え
ば
、競
争
相
手
の
い
な
い
路
線
で

は
、運
賃
を
上
げ
て
も
お
客
さ
ん
は
あ
ま
り
逃
げ
な
い
の

で
、運
賃
を
上
げ
ま
す
。ま
た
、お
客
さ
ん
が
必
ず
飛
行
機

に
乗
っ
て
く
れ
る
時
期（
日
本
で
は
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
、お
盆
、年
末
年
始
な
ど
）に
も
運
賃
を
上
げ
ま
す
。ま
た

最
近
の
研
究
で
は
、L
C
C
は
常
に
F
S
C
と
激
し
い
運

賃
競
争
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、F
S
C
と
の
競
争
す

る
期
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、運
賃
競
争
を
し
な
く

な
っ
て
く
る
と
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。L
C
C
は『
低
費

用
』で
運
航
し
て
い
る
航
空
会
社
で
あ
っ
て
、常
に『
格
安
』

で
運
航
し
て
い
る
航
空
会
社
で
は
な
い
の
で
す
。学
生
達
が

最
新
の
業
界
情
報
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、こ
う
し
た
研
究

成
果
は
私
の「
交
通
論
」の
講
義
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

講
師　

朝
日 

亮
太

　

福
祉
学
科
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
養

成
す
る
社
会
福
祉
コ
ー
ス
と
介
護
福
祉
士
を

養
成
す
る
介
護
福
祉
コ
ー
ス
の
2
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。今
年
も
社
会
福
祉
コ
ー
ス
の
3
年
生

は
約
1
ヶ
月
の
福
祉
施
設
や
病
院
実
習
に
、そ

し
て
介
護
福
祉
コ
ー
ス
で
は
各
学
年
共
、数
週

間
の
介
護
保
険
施
設
実
習
に
出
向
き
ま
し
た
。

実
習
で
自
身
の
知
識
・
技
能
不
足
に
直
面
し
な

が
ら
も
、利
用
者
さ
ん
や
職
員
さ
ん
、同
級
生

や
保
証
人
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
学
び
を
深
め
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

職
員
の
一
つ
一
つ
の
動
作
や
声
か
け
に
意
味

が
あ
り
意
図
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、寄
り
添

う
と
は
、尊
厳
を
守
る
と
は
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

は
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。実
習
報
告
を
す
る

学
生
達
の
表
情
は
自
信
と
希
望
に
あ
ふ
れ
て
お

り
、と
て
も
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、福
祉
学
科
で
は
福
祉
の
専
門
職
の
養

成（
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
・
介
護

福
祉
士
・
保
育
士
）に
力
を
注
ぐ
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
み
な
さ
ま
に
い
か
に
貢
献
で
き
る
か
を

模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。年
間
1
0
0
件
近
く

寄
せ
ら
れ
る
地
域
の
清
掃
活
動
、祭
り
の
開

催
、防
災
や
人
権
の
啓
発
活
動
に
も
学
生
た
ち

は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。自
分
達
の
学

び
と
行
動
が
地
域
の
方
々
に
還
元
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
彼
ら
の
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

報
酬
や
成
果
、見
返
り
を
求
め
る
昨
今
に
あ
っ

て
笑
顔
に
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
諸
活
動

に
臨
む
学
生
た
ち
を
誇
ら
し
く
感
じ
ま
す
。

　

来
年
2
月
27
日（
土
）に
は
高
校
生
と
の
交

流
会「
医
療
・
福
祉
・
心
理
・
教
育
職
を
目
指
す

高
校
生
の
た
め
の
M
T
S（
学
べ
る
！
体
験
で

き
る
！
習
得
で
き
る
！
）セ
ミ
ナ
ー
：
み
ん
な
で

楽
し
む　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」を
開
催

し
ま
す
。こ
れ
は
今
ま
で
開
催
し
て
き
た
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
交
流
会
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
版（
7
回
目
）で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
活

動
を
発
信
・
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。引
き
続

き
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

准
教
授　

中
嶋  

裕
子 

福祉学科
領域実習始まりました
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　10月16日午後6時からこども学科主催の野
外ピアノコンサート“Field of Music：芝生と聴
く音楽”がおこなわれました。この企画はこど
も学科棟前の美しい芝生広場に地域の方々や若
い世代の皆さんをお招きして、普通のホールで

聴く音楽会とは全く違う世界を味わって欲しい
という願いでおこなわれました。奏者はこども
学科の伊藤憲孝准教授。曲目はショパンの「夜
想曲　嬰ハ短調」をはじめ、今回のために選ば
れた７曲（アンコールを含む）でした。
　当日は日中の快晴もあり、芝生もふかふかの
状態でお客様をお迎えしました。開演の６時に
はステージを飾るイルミネーションも浮かび
上がり、ファンファーレとともに演奏の開
始。３００名弱の皆さんの胸の鼓動も一気に高鳴
りました。以下に頂いたご感想を紹介します。
　「芝生で聴く野外コンサートということで、
この上なく、爽やかで心地よい雰囲気の中、美
しい音色を耳にさせて頂いたことは本当に幸せ
と思えるひとときでした。」「ホールでなく芝
生、夜空、虫の声、電車の音もライブ感あふれ
る演出でした。」「我が地域に平成大学がある
ことを嬉しく思います。」
　多くの皆様に喜んで頂き、こども学科として
も本当にやって良かったと喜んでいる2015年。
秋でした。　　　　　　　　

こども学科ピアノコンサート

『Field of Music』『Field of Music』

other
topics1

　健康スポーツ科学科では、今年の学科行事と
して大成杯を行いました。過去大成杯は球技大
会として行われていましたが、今年は運動会を
イメージした新たな取り組みとして行いまし
た。このコンセプトは、ゼミ（小）・分野
（中）グループの意識と異学年交流、生涯・障
害スポーツに携わる健康スポーツ系指導者養成
に伴った多様な活動、健康スポーツ科学科のイ
ベントとし身体活動を楽しむことです。全くの
「ゼロからのスタート」でしたが、振り返って
みると大成功だったと思います。プログラム作
成、綱引き用の縄・テントなどの準備物など運
営していた私達だけでなく学科全員の協力で運
営できたと思います。種目内容は、折返し走・

障害物競争・綱引き・ゼミ対抗リレー等競争と
協力を織り交ぜた小・中・高校時代を思い出す
ものでした。始まるまで不安でしたが、最初の
種目から多くの学生がテントに入らず競技する
周りで応援する姿に、健スポ学生で良かったと
思いました。
今回の企画・運営は大変なものでしたが、社会
に出てからも役に立つ様な貴重な経験ができ実
行委員になって良かったと改めて思うことが出
来ました。

『大成杯』『大成杯』other
topics2

健康スポーツ科学科
3年　稲葉　舞

准教授　三藤 恭弘
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201５/11/26現在

平成27年度天皇杯・皇后杯全日本選手権大会中国ブロック予選

第81回中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会（1部）

第15回広島県大学バレーボール選手権大会

9/12-13

10/10～25

11/14

鹿島総合体育館

萩市民体育館　他

広島大学東広島キャンパス北体育館

優勝（天皇杯ファイナルラウンド出場決定）

2位

体育館コンディション悪化のため決勝戦なし
（決勝戦進出：平成大学A・平成大学B）

男子バレーボール部

第9回広島県学生剣道大会

第62回中四国学生剣道優勝大会
第42回中四国女子学生剣道優勝大会

7/12

9/6

広島修道大学

岡山市総合文化体育館

出場

出場

剣道部

平成27年度天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会広島県予選会

第81回中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会（1部）

第81回中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会入替戦

第15回広島県大学バレーボール選手権大会

7/5

10/10～25

11/1

11/14

猫田記念体育館

萩市民体育館　他

広島大学東広島キャンパス北体育館

広島大学東広島キャンパス西体育館

2位

6位

１部残留

3位

女子バレーボール部

平成27年度広島県学連競技会

府中市陸上競技大会

第38回中国四国学生陸上競技選手権大会

9/11

9/13

10/16～18

コカ・コーラウエスト広島スタジアム

府中市上下多目的運動場

鳴門・大塚スポーツポカリスエット
スタジアム

1500ｍ
800ｍ
男子100ｍ/200ｍ/1500ｍ/5000ｍ　出場
3000mSC
走幅跳
砲丸投
　
やり投げ
女子1500ｍ
　　5000ｍ

100ｍ/400ｍ/4×100ｍR　出場

小谷 　勇気（健3）
奥原 佳乃子（健3）

小谷 　勇気（健3）
沖元　　 翔（福2）
三原　　 涼（健3）
永野　 拓海（健1）
小豆澤　 徹（健1）

奥原 佳乃子（健3）

優　勝
優　勝

決勝7位
決勝51位
決勝18位
決勝28位
決勝28位
出　  場
決勝14位

陸上競技部

平成27年度第20回中国地区大学軟式野球連盟秋季リーグ戦

第32回西日本大学軟式野球選手権大会
8/24～9/27

11/6～11

どんぐり球場　他

守山市民球場　他

優勝（西日本インカレ出場決定）

ベスト8

軟式野球部

サッカー部
2015年度中国大学サッカーリーグ２部リーグ
4/26～ 広島工業大学　他 優勝（1部昇格決定）

ソフトテニス部
第69回文部科学大臣杯全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会
第70回三笠宮賜杯全日本学生ソフトテニス選手権大会
第57回全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会

男子団体：2回戦敗退
女子団体：二回戦敗退
男子ダブルス：出場
女子ダブルス：出場8/4～10 山形市総合スポーツセンターテニスコート

10/31～11/1 広島修道大学テニスコート

平成27年度中国学生ソフトテニス秋季リーグ戦大会
第65回中国学生ソフトテニス選手権大会
8/24～28 コカコーラウエストスポーツパーク

テニスコート

団   体

ダブルス

シングルス

優　勝
第２位
第２位
第３位
第２位
第３位
第３位
第２位
第２位

男子
女子
男子

女子
　

男子
女子

第61回中国・四国学生ソフトテニス選手権大会

平成27年度広島県学生ソフトテニス秋季大学対抗戦
9/15～18 びんご運動公園テニスコート

団   体
ダブルス
団   体

第２位
第３位
優　勝
第２位
第３位
第３位
第４位

男子
女子
男子

女子
　

與那嶺 寛大（健2）・渡辺　 拓也（経4）
片山　 　諒（健2）・青木　 勇人（健3）
難波　 　歩（健1）・大江　　 茜（健3）
宇治田 芽衣（健1）・足羽 明伊未（健1）
多胡 美有紀（経1）・三好　 絵梨（健2）
片山　 　諒（健2）
多胡 美有紀（経1）
福山平成大学Ａ
澤口　 尚平（健4）・尾崎　　 元（健1）
福山平成大学Ｅ
福山平成大学Ｂ
福山平成大学Ｃ
福山平成大学Ａ
福山平成大学Ｂ

平成26年度  平成27年度  サークル活動記録サークル活動記録

硬式テニス部

平成26年度全日本学生ソフトテニス選手権大会
8/19～8/25 東京体育館

平成27年度全日本学生テニス選手権大会

夏季中国四国学生テニス選手権大会
8/10～8/21

9/9～9/19

岐阜メモリアルセンター

広域公園テニスコート

女子ダブルス
女子シングルス
女子ダブルス

女子シングルス
男子ダブルス
男子シングルス

予選2回戦敗退
本選1回戦敗退
優　勝

ベスト16
第３位
ベスト  8
ベスト16

安村　 未来（健2）・小野（ノートルダム）
安村　 未来（健2）
安村　 未来（健2）・小野（ノートルダム）

山口  由希子（看3）・島田　 紗希（健2）
安村　 未来（健2）
廣川　 宏太（健3）・安村　 大地（健3）
安村　 大地（健3）
廣川　 宏太（健3）

（インドア室内本選出場決定）

平成27年度中国四国大学対抗テニスリーグ戦
10/3～10 広島経済大学

3部優勝

中国四国大学対抗テニスリーグ戦（団体戦・入れ替え戦）
10/23～24 広島経済大学・広島大学

入れ替え戦勝利、2部昇格

第91回日本学生選手権水泳競技大会

第70回国民体育大会

第91回日本選手権水泳競技大会

9/5～6

9/11～13

9/18～20

宮城県総合運動公園総合プール

大阪府立門真スポーツセンター

東京辰巳国際水泳場

水泳部
女子団体

成年男子高飛込

男子シンクロ
3ｍ飛板飛込
女子シンクロ高飛

第２位

第６位

第３位

第２位

新良貴　優（健3）

新良貴　優（健3）・
小林　和真（茗水会）
寺岡　双葉（福2）・
岩崎（東海大）

広島県学生バドミントンリーグ戦

第40回中国学生バドミントン選手権大会

広島県学生バドミントン親睦大会

8/12～13

8/17～21

10/10～11

東広島運動公園

山口県維新百年記念公園

広島工業大学

バドミントン部
男子　二部 第３位（2勝2敗）
女子　二部 第５位（1勝5敗）

出場

出場

卓球部
第66回中国学生卓球選手権秋季大会

第49回広島県知事杯争奪広島県卓球選手権大会
8/26～28

8/29

東広島運動公園体育館

広島県立総合体育館剣道場・小アリーナ

初戦敗退

初戦敗退

1回戦敗退

2部 第３位

男子バスケットボール部
2015年度広島県学生バスケットボール選手権大会新人戦

2015年度広島県学生バスケットボール交流戦秋季リーグ戦
7/25～26

8/29～11/29

広島国際学院大学

広島国際学院大学

1回戦敗退

2部 第３位

女子バスケットボール部
2015年度広島県学生バスケットボール選手権大会新人戦

2015年度全日本大学バスケットボール選手権大会中国地区予選会
7/25～26

10/10～11

広島国際学院大学

広島修道大学

学友会執行部
薬物乱用防止教室
11/11 盈進学園盈進中学高等学校 開　催

御幸祭運営委員会
第22回御幸祭
10/23～25 福山平成大学 開　催

シグマソサエティ
　シグマソサエティは地域の役所や保育
園、施設から年間70件程度のボランティア
要請を受けて、バルーンアートの披露、災害
ボランティアや学習支援をしています。福山
市主催の人権大学や平和学習会等にも積
極的に参加し、学びを活動につなげていま
す。
　今後は福山にある3大学（福山平成大学、福山大学、福山市立大学）が連携
し、ボランティア活動の幅を広げ、ネパールなどの被災地支援、発展途上国の
国々の子供の里親活動など、国際化も視野に入れながら活動していきたいと考
えています。
　今しかできない「学生ボランティア」の意義を踏まえて、これからも活動してい
きます。

陸上競技部
　現在、陸上競技部は、男子22名と女子4
名の27名で活動しています。創部時の全盛
期の頃からすると、部員が減少し、戦績も今
一歩です。ですが4月には、元気な新入生が
8名も入部しました。また6月上旬に開催さ
れた西日本インカレには、5名の選手が出場
しました。少しずつですが、中・四国に存在感のあるクラブへと成長しています。
まずは一人ひとりが自らの目標記録を突破することを念頭に切磋琢磨し、チー
ム力を高めます。応援のほど、宜しくお願いします。

サッカー部
　サッカー部は，公式戦で勝利を目指すだ
けでなく，サッカーの素晴らしさを伝えられ
る学生を育てることを目的に活動していま
す。プレーヤーとしてだけでなく，審判担当
など学生の目的に応じた取り組みにも力を
入れています。
　今年は2部で優勝することができ、1部に自動昇格することができました。1部
で上位に入ること目指し，全員がチームのために自己犠牲の精神で活動してい
きたいと思います。

サークル活動報告
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2
0
1
5
年
11
月
20
日
、経
団
連
は
2
0
1
7

年
春
に
卒
業
予
定
の
大
学
生（
今
の
３
年
生
）の
就

職
活
動
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、企
業
・
施
設
・
病
院
に
よ

る
面
接
な
ど
の
選
考
開
始
時
期
を「
4
年
生
の
8

月
」か
ら「
6
月
1
日
」に
2
ヶ
月
前
倒
し
す
る
こ
と

を
正
式
に
発
表
し
ま
し
た
。た
だ
し
、広
報
活
動
開

始（
就
活
解
禁
）と
な
る
３
年
生
の
３
月
１
日
と
正

式
な
内
定
と
な
る
１０
月
１
日
は
本
年
度
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。（「
就
職
活
動
日
程
の
変
遷
」参
照
） 

昨
年

度
ま
で
４
月
だ
っ
た
選
考
開
始
時
期
が
本
年
度

（
2
0
1
5
年
度
）か
ら
8
月
に
変
更
さ
れ
た
ば
か

り
で
、本
年
度
の
就
職
活
動
で
混
乱
が
目
立
っ
た
の

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。こ
う
い
っ
た
事
か

ら
、学
生
、企
業
・
施
設
・
病
院
、大
学
と
も
新
ル
ー

ル
に
期
待
と
不
安
が
交
錯
し
て
い
る
状
況
で
す
。た

だ
、経
団
連
の
ル
ー
ル
は
紳
士
協
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
違
反
企
業
に
対
す
る
罰
則
は
無
く
、本
年
度
と

同
じ
よ
う
な「
抜
け
駆
け
」に
警
戒
を
強
め
、対
応
の

バ
ラ
ツ
キ
に
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
く
の
は
否
め
ま

せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、対
象
学
生（
今
の

３
年
生
）は
具
体
的
に
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。地
元
中
小
・
中
堅
企
業
の
動
向
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
て
み
る
と
、本
年
度
思
う
よ
う
な
採
用
が

で
き
な
か
っ
た
先
は
特
に『
良
い
学
生
が
い
れ
ば
６

月
前
で
も
内
定
を
出
す
』と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、６
月
を
待
っ
て
選
考
試
験
を
受

け
る
の
で
は
な
く
、３
月
以
降
い
つ
で
も
選
考
に

臨
め
る
気
概
で
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、内
定

（
内
々
定
）に
乗
り
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。反
面
、ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
企
業
・
施
設
・
病
院
等
は
、「
採
用
の
た
め
に

は
何
で
も
や
る
と
い
う
風
土
の
あ
る
組
織
で
は
な
い

か
」「
学
生
を
使
い
捨
て
に
す
る
組
織
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
就
活
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。特
に
離
職
を
想
定
し
て
大
量

採
用
し
た
り
青
田
買
い
を
す
る
企
業
・
施
設
・
病

院
等
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ど
ち
ら
に
せ
よ
、2
0
1
7
年
春
に
卒
業
予
定

の
大
学
生
は
、企
業
の
求
人
動
向
に
注
視
し
つ
つ

就
職
環
境
の
変
化
に
臨
機
応
変
に
、且
つ
、素
早

く
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、こ

う
い
っ
た
時
こ
そ
就
職
課
を
上
手
に
活
用
し
て
下

さ
い
。就
職
課
で
は
3
年
生
を
中
心
に
年
間
３０
件
程

度
の「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
講
す
る
と
と
も
に
、

就
職
委
員
会
の
委
員
及
び
各
ク
ラ
ス
担
任
教
員
と

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、就
職
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
っ
た
り
学
生
の
個
別
相
談
に
応
じ
た
り
助
言

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
来
ら
れ
て
い
る

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
等
に
よ
る
支
援
も
併
せ
て
行
っ
て

お
り
、教
職
員
一
体
と
な
っ
た
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
、自
分
達
が
目
指
す『
あ
り
た
い
姿
』

を
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
で
支
援
し
て
い
ま
す

の
で
、気
軽
に
就
職
課
に
立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
。

就
職
課
長　

戸
原
一
朗

迷走する就職活動ルール

～「選考開始時期」を2ヶ月前倒し～
 “やっと本決まり”

＜学生の活動年度＞

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

～2014年
（平成26年）

2015年
（平成27年）

2016年
（平成28年）

大学3年生大学3年生
夏休み

会社説明会会社説明会
（広報活動開始）（広報活動開始）

選考開始（面接）選考開始（面接）
大学4年生大学4年生

春休み

会社説明会会社説明会
（広報活動開始）（広報活動開始）

選考開始（面接）選考開始（面接）

会社説明会会社説明会
（広報活動開始）（広報活動開始）

選考開始（面接）選考開始（面接）

就職活動日程の変遷

選考開始日が変更（6月1日）になります

内
定
日（
10
月
1
日
以
降
）

試験授業試験
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行事
5
21
28

土
月
月

推薦入試（B日程）
冬期休業開始
仕事納め

学 務 関 係
19
21
土
月

曜日調整日（B週金曜の授業）
後期集中講義開始

行 事
20
17

29

土
水

月

前期入試（Ｂ日程）

学部学科別行事

学 務 関 係

後期定期試験
〜

〜

　

12
月

2015

　

2
月

2016

行事
5
7
8
15

火
木
金
金

仕事始め
冬期休業終了
授業開始
センター試験会場設営
大学入試センター試験
　　　前期入試（A日程）

学 務 関 係
9 土 曜日調整日（A週月曜の授業）

行 事
1
12
19
22

火
土
土
火

春季休業開始
後期入試
春の見学会
学位授与式（卒業式）

学 務 関 係

　

1
月

2016

　

3
月

2016

16土・17日
1/31日～2/3水

4

13

水

土

平成27年度公開講座報告
今年も地域の方々を対象とした「公開講座」を9月10日
（木）～10月8日（木）で全５回開催し、大勢の方に受講し
ていただき無事終了することができました。今回のテーマ
は「格差社会を考える」で開催しました。また、最終講座終
了後に閉講式が行われ沖増公開講座委員長の挨拶の後、
５講座中４講座以上受講された方に授与される「受講証」
が74名に授与されました。

福祉学科
伊藤 泰三　講師9／10(木)

第1講

生活に身近な情報量格差
～企業・消費者の情報の非対称性～

格差問題による社会的排除

経営学科
朝日 亮太　講師9／17(木)

第2講

格差を乗り越えるために
　　　　　教育のできること

こども学科
三藤 恭弘准教授9／24(木)

第3講

子どもたちの現代的な健康課題
～格差社会との関わりも含めて～

健康スポーツ科学科
中村 雅子准教授10／1(木)

第4講

看護格差と地域社会
看護学科
齋藤 公彦准教授10／8(木)

第5講

平成28年度 入学試験日程

※備考：平成28年度 大学入試センター試験日程　1/16（土）・1/17（日）

前 期 入 試 A 日 程

前 期 入 試 B 日 程
後 期 入 試
センター利用入試（前期）
センター利用入試（後期）

1月31日（日）・2月1日（月）

2月   2日（火）・2月3日（水）

2月20日（土）

3月12日（土）

個別学力試験は課さない

個別学力試験は課さない

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

必　　着

  1月  5日（火）～  1月25日（月）

  2月  4日（木）～  2月16日（火）

  2月26日（金）～  3月  8日（火）

  1月  5日（火）～  1月25日（月）

  2月26日（金）～  3月  8日（火）

  2月  9日（火）   2月19日（金）

  2月25日（木）   3月  7日（月）

  3月17日（木）   3月25日（金）

  2月  9日（火）   2月19日（金）

  3月17日（木）   3月25日（金）

合 格 発 表試 験 種 別 試 験 日 学 部 出 願 期 間 手 続 締 切

第Ⅲ期
エ ン ト リ ー シ ー ト の 提 出

  3月11日（金） 経営・福祉健康 必   着

試 験 種 別 試 験 日 学 部 出 願 期 間 合 格 発 表

面談結果通知
  3月18日（金）   3月25日（金）

  2月26日（金）

手 続 締 切

3月  3日（木）～  3月  9日（水）
必   着1月  5日（火）～  2月12日（金）

一般選抜試験

AO入試
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